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T h e s e  c i r c u i t s  a r e  c o n t r o l  l e d  b y  a  o n e  b o a r d  m i c r o c o m p u t e r *  A n  I / O  

i n t e r f a c e  b e t w e e n  t h e  m i c r o c o m p u t e r ,  a n d  t h e  o s c i l l a t o r  a n d  t h e  d e l  a y  

c i r c u i t s  i s  h o m e m a d e .

原研リニアックのメイン才ッシレーター及び，タイミング調整用ディレー回路を半 

導体化して製作し，使用している。

また制御用ワンボードマイク a コンピューターを使用して（I / O 用インターフェ 

ースは自作したものである。) メイン才ッシレーターとディレー回路の制御をしている。

メイン才ッ.シレーター，ディレー回路

原研リニアックのメイン才ッシレーターとディレ一回路は今迄真空管式であったが 

今回半海化して製作した， 半導体化して製作したメイン才ッシレーター及びディレー 

回路はいずれもN  I  M モジュールに収められ，原研内のエレク卜ロニクス課で製作した。

第 1 図にメイン才ッシレーター 9 及びディレ一回路の写真を，ま た 第 2 図にメイ 

ン才ッシレーター，及びディレー回路のブロック図を示す。

メインオッシレーターはフェーズa ック方式，ディレー回路はディジタルディレー方式 

である0 このメイン才ッシレ一ター，及びデイレー回路はマニュアル制御，及びコン
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メインオッシレーターは電瀛同期でくり返しは1 2 \ 5 , 2 5 f 5 0 , 1  0 0 , 1 5

0 3 0 0 ,  4 5 0 , 6  0 0, 9 0 0 P P S , 及び E  X T  であるン

ディレー回路は4 0 M H z のオッシレーターを1 / 4 に 落 と し た 0 • 1 マイクロ秒の 

クロックを用いて0 〜 9 . 9 マイクa 秒のディレーをディジタルスイッチ,又は B C  

D コード（外部入力）でセット出来る。 ジッターは2 5 ナノ秒である0 

この半導体化したメイン才ッシレーター，及びディレー回路は昨年1 0 月から使用して 

いるe

マイクロコンピューターによる制御

上記メイン才ッシレーター, 及びディレー回路を制御用ワンボードマイクロコンビ 

ューター (整数型B a s i c 言語使用) で制御することが出来るe I / O インターフ

ェース回路は自作した^ 全構成のブD ック図を第3 図に示す0

i / o インターフェース回路は出力分配回路であy ，制御用ワンボードマイクロコン

ピューターとは8 ビッ卜ポー卜（データ一用），4 ビッ卜ポート（アドレス用）， 1 ビ 

ッ 卜 2 ポ ー ト （アドレス，データ一用ストローブ）で接鑛されている0

1 / 〇インターフx —  スの動作は最初にアドレスが出力され，つぎにアドレススh a —  

ブが出力されて，そのアドレスに対応するオッシレーター又はディレーのデーターラッ 

チ用レジスターのゲー卜回路が開かれ，次に 8 ビッ卜デ ー タ ー ポ ー 卜にデ 一 タ ー 出力が 

出され，データーストD — ブが出て1 回の出力データーがアドレスで選ばれた才ッシレ 

一ター又はディレー回路に出力されるe オッシレーターが選ばれれば，くリ返しが 

変わリ，ディレー回路が選ばれればディレ一タイムがセットされる@

以上の動作を制御用ワンボードマイクa コンピューターを使用して制鄉甩B a s I C  

で制舞する0

使用した制御用ワンボードマイクロコンピュータ一は大阪機戴襲のB C  —  8 0 0 0 であ

る，
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おわりに

現在原研リニアックの運転のほとんどが, くり返し6 0 0 P P S ，ビーム幅2 0〜 

3 0 ナノ秒である為モジユレーターのパルス輻は1 ン2 マイクa 秒にしているe 

半導体化したディレー回路は0 • 1 マイクロ秒で調整可能であるので大変有効である• 

又，以前のものに比べて半 瀵体化ざれた為，小 型 ，侰 賴 性 の 向上，動作糖國® 拡 大  

等，半導体化の長所が生かされ，この半年良好に動作している《

今後 1 0 ナノ秒以下のビー厶幅，及 び 9 0 0 P P S で の運 転 （モジユレーターのパ 

ルス幅1 。2 マイクa 秒をせばめる。) も計画されていることもあり，ディレー回路の 

O e 1 マイクロ秒の調整ステップはもう少し細かくすることを検射している。 又ディ 

レー回路のジッターが2 5 ナノ秒（4 0 M H z ) である為， ディレー回路相互間の位 

相が見にくくなる。 この為ジッターのない, 又は少ない方式に改造したい。


